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品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

ノビリスTRT+IBmulti+ND+EDS 株式会社　インターベット H20.8.13 指定医薬品、劇薬、要指示医薬品
製剤区分（薬効分類）生物学的製剤（ワクチン類、ウイルスワクチン類）

主成分

1ボトル(500mL)中
発育鶏卵培養鶏伝染性気管支炎ウイルスM41株 ……………………（不活化前ウイルス量）109.7EID

50
以上

発育鶏卵培養鶏伝染性気管支炎ウイルス249g株 ……………………（不活化前ウイルス量）109.1EID
50
以上

発育鶏卵培養弱毒ニューカッスル病ウイルスClone30株……………105HA単位以上
発育あひる卵培養産卵低下症候群-1976ウイルスBC14株……………106HA単位以上
鶏胚線維芽細胞培養弱毒七面鳥鼻気管炎ウイルスBUT1♯8544株 …105ELISA単位以上

対象動物 鶏（7週齢以上）

効能及び効果
ニューカッスル病、鶏伝染性気管支炎及び産卵低下症候群-1976の予防ならびに鶏のトリニュー
モウイルス感染による呼吸器症状及び産卵低下の予防

用法及び用量 7週齢以上の種鶏及び採卵用鶏の胸部筋肉内に1羽当たり0.5mLを注射する。

使用禁止期間／休薬期間 －

（動生剤）液状 生 無

剤型 反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等

品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

①ポーシリス Begonia IDAL・10
株式会社　インターベット H20.9.1

指定医薬品、劇薬、

②ポーシリス Begonia IDAL・50 要指示医薬品

製剤区分（薬効分類）生物学的製剤(ワクチン類、ウイルスワクチン類)

主成分
①1バイアル（10頭分）中 Vero細胞培養弱毒オーエスキー病ウイルスベゴニア株 106.5TCID

50
以上

②1バイアル（50頭分）中 Vero細胞培養弱毒オーエスキー病ウイルスベゴニア株 107.2TCID
50
以上

対象動物 豚

効能及び効果 豚のオーエスキー病の発症予防

用法及び用量
乾燥ワクチンを添付の溶解用液で溶解し、その0.2mLを次の要領で豚の頚部及び臀部の皮内に接種す
る。8～10週齢に1回、さらに必要がある場合には3週間以上の間隔をおいて1回追加接種する。

使用禁止期間／休薬期間 －

（動生剤）凍結乾燥生 有 ○a N-Zアミン
○bゼラチン

○a牛
○b牛

○a アメリカ、オーストラリア、
ニュージーランド

○b アルゼンチン・オーストラ
リア・ベルギー他

○a乳
○b頭骨、脊椎及び
脊髄を除いた骨、

皮

剤型 反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等

品　　名 製造販売業者 承認年月日 規制区分

①牛用バイコックス、②豚用バイコックス バイエル薬品株式会社 H20.9.8 要指示医薬品、使用基準が定められた医薬品
製剤区分（薬効分類）一般医薬品（抗原虫剤）

主成分 100mL中 トルトラズリル 5.00g

対象動物 ①牛（3ヵ月齢を超える牛を除く）、②豚（7日齢を超える豚を除く）

効能及び効果
①牛　：　Eimeria属原虫によるコクシジウム症の発症防止、
②豚　：　Isoｓpora suisによるコクシジウム病の発症防止

用法及び用量

①牛（3ヵ月齢を超える牛を除く）：　体重1kg当たりトラトラズリルとして15mg（製剤0.3mL）
を単回経口投与する。

②豚（7日齢を超える豚を除く） ：　体重1kg当たりトラトラズリルとして20mg（製剤0.4mL）
を単回経口投与する。

使用禁止期間／休薬期間 ①食用に供するためにと殺する前59日間、②食用に供するためにと殺する前57日間

懸濁剤 無

剤型 反芻動物由来物質有無 由来物質名 由来物質動物 由来物質原産国 由来物質臓器名等


